
津保川

浸水対策重点地域緊急事業 【木曽川水系津保川】 （岐阜県）
き そ がわ

【全体計画】
河川名 ：一級河川木曽川水系津保川
事業内容 ：河道掘削 等
全体事業費：約48億円
事業期間 ：2019年～2023年

【平成31年度実施】
実施内容 ：河道掘削 等
事業費 ：400百万円（国費200百万円）

背後地の状況

浸水被害状況

つ ぼ がわ

浸水重点

木曽川水系津保川は、平成30年7月豪雨において、最大日雨量163ｍｍ（最大時間雨量82ｍｍ）の降雨により、床上浸水230戸、
床下浸水139戸もの甚大な浸水被害を受けた。また、当該河川は、平成11年9月等の洪水においても浸水被害を受けている。
このため、浸水対策重点地域緊急事業により、河道掘削、特殊堤等を集中的に実施し、治水安全度の向上を図る。

位置図

H30.7 床上浸水の痕跡状況

河道掘削

H30.7 堤防・護岸等の損傷状況

関市上之保地区

老人福祉センター

【浸水実績】
：H11年9月浸水
：H30年7月浸水

関 市

〈都道府県等の独自事業〉

〇県・市単独事業との連携
・県：土砂撤去、樹木伐採
・市：阻害橋梁撤去

〇ソフト対策
・危機管理型水位計設置
・水害危険情報図作成
・マイタイムライン作成

〇適切な維持管理
・河道の長寿命化計画策定

凡例
2019年度実施
2020年度以降

※防災・安全交付金については、国の意図を示すものであり、
計画への配分後の使途は地方の裁量に委ねられ、
国の意図と異なる配分を妨げるものではない。
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